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◆◆◆ 本年度会長方針 ◆◆◆

「和のこころをつなげよう」
例会日／毎週月曜日 12:30 〜 13:30
例会場／広島サンプラザ　TEL（082）278-5000
会　長／中井　克洋　　幹事／佐伯　敬男

会長　中井  克洋
　このたび今年度の会長に
就任させていただいた中井
です。この１年間、よろし
くお願いいたします。
　さて今年度の会長テーマ
は「和のこころをつなげよ

う」とさせていただきました。
　「和」という言葉は、「やわらぎ」「なごやか」な
どを意味するように、田中作次ＲＩ会長の掲げる

「平和」の大事な要素です。この点で田中ＲＩ会長
のテーマにも沿っていると思います。
　また「和」は、「日本」の国や民族も意味しま
す。わが日本は繁栄したときには調子にのってし
まって失敗するところがありますが、逆に危機に
臨んだ場合には一致団結して乗り越えてきた国で
す。バブル崩壊以降 20 年にもわたって政治的にも
経済的にも迷走していたところに、東北大震災と
原発事故によりさらに危機的状況に追い込まれて
いるわが国ですが、そのような今こそ、先輩たち
がそうしてきたように、危機に強いわが民族の強
みを発揮して後世によりよい日本を伝えていきた
い、という気持ちを表しました。
　さて今年度の年間スケジュールのなかで重要な
ものは９月のＲＹＬＡですが、それと並んで 10 月
には未来の夢計画を申し込むことが必要となりま
したので、簡単に説明させていただきます。
　未来の夢計画とは、クラブと地区が実施する人
道的・教育的プロジェクトを支援するための、ロー
タリー財団の新しい補助金モデルです。未来の夢

計画の下では、2 種類の補助金が提供されます。 
新地区補助金は、クラブと地区が地元や海外の切
迫したニーズに取り組むプロジェクトを実施する
ための補助金です。グローバル補助金は、6 つの重
点分野のいずれかに沿って、戦略的優先分野に的
を絞ることによって大きな成果をもたらすことを
目指すプロジェクトのための補助金です。６つの
重点分野は、平和と紛争予防／紛争解決、疾病予
防と治療、水と衛生、母子の健康、基本的教育と
識字率向上、経済と地域社会の発展、となってい
ます。 
　ただ当クラブのプロジェクトの候補の中には、
現在行っている御手洗川の清掃や桜の植樹などの
継続がありますが、未来の夢計画の補助金の条件
を読む限り、すんなりとこの活動が補助金の対象
となるのか、などについて、よくわからないとこ
ろがあります。
　今後は、ロータリー財団理事の河内会員を中心とし
て、速やかに検討を
深めていくことが必
要ですので、会員の
みなさまにはよろし
くご協力のほどお願
い申し上げます。

第 742回 広島サンプラザ  2012年 7月 2日

会長時間

10年連続出席者

ホームクラブ100％出席者
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幹事報告
①会員証
　新年度の会員証を
ボックスへ配布して
おりますので、差し
替えをお願いしま
す。

②理事会
　本日、13：40 ～第 1 回理事役員会がございます。
関係者は、3 階「末広の間」へご参集ください。

③クラブ協議会
　次週　7 月 9 日（月）は、例会を延長してクラブ
協議会がございます。先日ご案内しましたとおり、
理事・役員・委員長の方は、活動計画についての
スピーチをお願いします。

誕生日祝
　上杉　昌幸 会員	 昭和 28 年 7 月 12 日	 59 歳
　松本　　猛 会員	 昭和 40 年 7 月 10 日	 47 歳
　清水　理也 会員	 昭和 45 年 7 月  1 日	 42 歳

卓話

理事・役員就任あいさつ
会長エレクト・副会長　

久保田  幸恵　会員

　2012-2013 年度副会長をさせていただきます久保田
でございます。
　1 年間、理事・役員・会員の皆様の教えを受けな
がら、中井会長を補佐して
参りたいと思います。
　また、次年度の会長職の
準備期間として勉強いたし
ますのでよろしくお願いい
たします。
　檀さん本年度もよろしく
お願いいたします。

会員組織常任理事  　 

大藤  良治　会員

　会員組織常任委員長を仰
せつかりました大藤良治で
す。よろしくお願いします。
　前年度は、梶田会長をは
じめ会員皆様のご支援、ご

協力をいただきまして、純増 3 名、退会者 0 名と
いう当クラブが長年にわたって目標としておりま
した、会員数 37 名を達成することができました。
振り返ってみますと 2002 年中本昭文会長就任時の
39 名に次ぐ会員数であります。重ねて会員皆様の
お力添えに厚くお礼申し上げます。
　本年度の会員増強・維持の方針及び計画につき
ましては、事業計画書の通り目標数は、純増 3 名
以上、会員数 40 名以上であります。具体的な計画
内容につきましては、8 月の「会員増強拡大月間」
でお願い申し上げます。
　また会員維持につきましては、前年度に引続き、
例会及び会報等を活用したロータリー情報の積極
的な提供並びに、家族参加の例会、同好会等を可
能な限り開催したいと考えております。
　申し上げるまでもなく会員増強・維持は、会員
皆様のお力添えがぜひとも必要であります。会員
相互の絆を更に強めると共に職業倫理を実践する
ロータリアンを一人でも多く仲間に迎えたいと思
います。
　会員皆様のご指導、ご支援をお願い申し上げま
す。

広報常任理事
植田  敏揮　会員

クラブ管理運営常任理事
高尾  昌二　会員
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副幹事

太田　泰宏　会員

　今年度、副幹事をさせ
ていただきます太田です。
年を老いるばかりで今ま
で幹事等の職をお断りし
てきました。ロータリア
ンとしての自覚に欠けて
おります。深く反省しております。副幹事を引き
受けた以上、この一年間精一杯がんばります。宜
しくお願いします。私自身精進を重ね、会長のテー
マでもあります、私の心をもって当クラブのため、
ロータリアンのため、会長、幹事を補佐し、奉仕
に努力いたします。皆様会員のご指導とご援助の
程お願いいたします。

副幹事　清水  理也　会員

　今年度副幹事やらせて頂
きます清水です。まだまだ
勉強不足で何をすべきかま
だ理解出来ていない部分が
あると思いますが、実際の
活動の中で１つでも多くの

“ 気付き ” を得て学びたいと思っています。色々と
ご迷惑をおかけすることもあると思いますが、しっ
かり努力していきたいと思いますので、皆様のご
指導、ご協力を宜しくお願いいたします。

幹事　佐伯  敬男　会員

　今年度幹事をすることにな
りました佐伯ですよろしくお
願いします。最初に任務遂行
に当たり、何かと不慣れなと
ころもありご迷惑をかけると
ころもあると思いますが、歴
代の幹事経験者にアドバイス
をいただきながら１年間頑張って活動していきま
すので指導をお願いします。
　まず方針として会長テーマである「和の心をつ
なげよう」との活動方針を全会員の皆様が心に置
いて活動できるように努めたいと思います。
　計画としては、対話を通じて今より以上に交流し
ながら心と心の輪を広げられるように努める、そし
て各委員会の事業計画が実りあるものになるように
努力していく、また継続事業については、皆様の汗
と心意気で持続できればと思っております、いずれ
にしてもどうかこの１年間よろしくお願いします。
 

スマイルボックス
中井　克洋	 永井　勝康	 松浦　光男
下向　繁美	 大藤　良治	 川口　哲司
松本　　猛	 平塩　清種	 久保田幸恵
中本　昭文	 福原耕二郎	 上杉　昌幸
太田　泰宏	 清水　理也	 河内　正晴
渡邊　英晶	 澤井　　誠

奉仕プロジェクト常任理事
渡邊  英晶　会員

ロータリー財団常任理事
河内  正晴　会員

Ｓ . Ａ . Ａ . 委員長
下向　繁美　会員

会計委員長
松浦  光男　会員
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第 743回 広島サンプラザ  2012年 7月 9日

幹事報告
①次回の例会について
　次週 7 月 16 日は祝日のた
め、例会はありません。
　次回の例会は、7 月 23 日

（月）ですので、お間違いの
ないようお願いします。

結婚祝
　松本　　猛 会員　記念日　7 月 10 日

スマイルボックス
河内　正晴	 藤木　　寛	 吉野　篤敬
吉永　孝正	 太田　泰宏

第 744回 広島サンプラザ  2012年 7月 23日

会長時間

会長　中井　克洋
　卓話来賓の務中先生、他クラブからの来賓の方、
会員の奥様方、ようこそいらっしゃいました。ま
た先週のＲＣＣ総会や八幡川の清掃活動に参加い
ただいた会員の皆様は、ご協力ありがとうござい
ました。
　さて、大津のいじめ事件などについての弁護士
としての見方など、本当にお話したいことはいろ
いろあるのですが、クラブの諸先輩によりますと、

会長時間というのは、ＲＣに関する理解を深める
ための話をするのが本筋ということです。そこで
今年は、当廿日市ＲＣでどのような活動や取り決
めをしようとしているかについて、逐次、ご報告
するとともに、国際ＲＣや地区との関係などでそ
の活動や取り決めがどのような位置づけとなって
いるのか、をお話したいと思います。
　今日は、ロータリー財団の話です。
　お手元にお配りしたものは、①ＲＣの財団に関
するＨＰを抜粋したもの、②昨年の当クラブの財
団への寄付金の合計額を示す資料、③当クラブを
含めた当地区の各クラブに対して支払われた財団
からの補助金額を示す資料、の３つです。
　この補助金について、次年度から新地区補助金
とグローバル補助金に移行することになっている
ことは、７月２日の会長あいさつのときにお話し
たとおりです。その財源になっているのが、今回
ご説明する財団です。
　この財団については、河内会員に理事として大
変お世話になっているのですが、資料にあるよう
に我々も長年にわたって多くの金額を寄付してき
た以上は、それに対して、今後も補助金もいただ
いて有効に奉仕活動に利用したいと考えておりま
す。現在、補助金申請の対象となる奉仕活動の候
補として、会員の皆様より３つのご提案をいただ
いています。従前より実行している水保全活動、
痴呆老人への奉仕活動、台湾南港ＲＣとの共同活
動の３つです。
　この 10 月にはとりあえず申請を出さないといけ
ないというスケジュールになっていますので、本
日、例会終了後に関係の理事や会員が集まって、
その具体的な方向性を協議することになっており
ます。また皆様にご報告して、ご意見を承ること
になると思いますので、よろしくお願いいたしま
す。
　河内財団委員長、この説明でよろしかったでしょう
か？…よろしいとのことですので、これで本日の会長
時間を終了いたします。ありがとうございました。
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幹事報告
①ロータリー財団会合	

本日例会終了後、この会場
にて　ロータリー財団　未
来の夢計画プロジェクトの
打合せを行います。ご関係
の方はお集りください。

②在広 RC 合同名簿	
在広 13 ロータリー合同名簿が出来上がり、本日
ボックスに入れております。
個人情報の取り扱いにご注意をお願いします。

③次回の例会について	
次週 7 月 30 日（月）は、18：30 ～ ゾーナイタ
リアにて夜間例会です。
出欠表は、後日お送りします。
7 月 30 日（月）お昼の例会はありませんので、
よろしくお願いします。

卓話

「疲れない生活の仕方」
務中　昌己  様

　日本人の挨拶で特徴
的なのは、アメリカ人
だと「シー・ユー」「ハー
イ」「バイバイ」など軽
く言葉を交わすような
場で「お疲れさま」「ご
苦労さん」と、やたら
に深刻がっていること
だろう。これは挨拶語
というよりも、ねぎらいの言葉なのかも知れない。
それにしても頻繁に使われすぎる。
　日本人はそんなに疲れやすいのか。あるいは「疲
労」に対して敏感なのであろうか。
　疲労は精神機能と身体機能の低下が総合された
生体反応である。従って日常生活や産業活動に伴っ
て、疲労感の発見、生理機能の低下、作業意欲の
減退、作業能率の低下などが生じる。
　日本産業医学会の産業疲労研究会が作成した「疲

労感」をチェックするための「自覚症状しらべ」
によると。「身体の疲れ」、「精神の疲れ」、そして「神
経感覚の疲れ」に分けた質問で構成されている。
　卓話では別に用意したレジュメをもとに、基礎
的な事項について説明し、次いでチェックリスト
による皆さん自身による疲労度をテストしてみて
いただくことにする。
　また、二点弁別法という簡単なテストを紹介し
てみたい。この方法は、前記のテストが自覚的テ
ストであるのに対し、知覚的テスト、つまり検者
が被験者に行うテストである。この二つのテスト
は日常的に実施出来るので参考になると思う。
　最後に、疲れない生活の仕方について、栄養・
運動・休養の三原則を中心に具体的に解説してみ
たい。
　昨今の疲労は対人関係の不調からくるものが多
い。小中学生のいじめや自殺が問題になっている
が、それも究極の精神的疲労が原因ではないかと
思われる。“ 人間共に在ればこそ ”、 人の絆、和ほ
ど大切なものはない。

スマイルボックス
渡邊　英晶	 河内　正晴	 大藤　良治
中井　克洋	 太田　泰宏	 藤木　　寛
尾﨑　宏明	 澤井　　誠	 平塩　清種
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第 745回 ゾーナイタリア  2012年 7月 30日

  家族夜間例会
　

RCC年間活動費

親睦委員　高尾・松本会員

乾杯　梶田直前会長

閉会挨拶　久保田副会長
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活動報告

２０１２　ゆうほ７月定例会報告書
❶ゆうほから
＜パトロール＆環境保全＞
　日　時：７月20日（金）　
　　　　　 18：00～
　場　所：ビッグ～ローソン
　　　　　～サンリブ

　＜参加者＞
　　◆廿日市ロータリー クラブ 　　   　　　　　
　　　中井、有田、植田、太田、松野、藤岡ご夫妻
　　◆ゆうほ 
　　　渡辺、笠井、長 

平成 24年７月20日（金）  19：30～ 
於：楽々園「お花」

< 出席者＞
◆廿日市ロータリークラブ
　中井、佐伯、渡邊、有田、藤岡、大藤、永井、山根、
　松野、植田、河内、松浦
◆ゆうほ
　稲田、西川、船木、森田、植村、渡辺、笠井、住田、長

～気づき～
　・今回は役員交代の会があったため、短縮コー
　　スで廻った。
　・八幡のローソン…近所では女性が襲われる事
　　件もおきており、気をつけてほしいとのこと。
　　たむろする子どもはいない。
　・サンリブ（薬局）…遅い時間（8 時～ 8 時半ごろ）　　
　　男子中学生に熱中症防止のためのタオル（？）
　　を万引きされたが、最近は落ち着いている。

　・サンリブ（ゲームコーナー）…子ども連れが
　　多い。今は落ち着いているが、夏休みに入っ
　　てどうなるか少し不安とのこと。手に負えない
　　ときは警察に連絡するよう話した。

＜防犯教室＞
◎八幡小学校（1 年生～ 4 年生）
　日　時：６月27日（水）２時間目（9：45～10：30）
　参加者：植村、住田、稲田、長、笠井、西川、船木
～気づき～
　・以前とくらべて聞く態度が大変よくなったと感じた。
   ・毎年同じような防犯教室をしているが、子ど　
　  も達にどのくらい伝わっているのか聞く機会　   
　   がないので残念。

◎五日市南小学校　（全児童対象：841 人）　　
　日　時：７月18日（水）2時間目（9：30～10：15）
　参加者：森田、植村、笠井、住田、西川、長　
　　　　    五日市南交番の方３人
～気づき～
　・参加メンバーが少なかったので PTA の皆さん
　　にたくさんお手伝いいただき助かった
　・子どもたちの反応は大変良かった。

◎彩が丘小学校（全児童対象：304 人）
　日　時：７月18日（水）4時間目 （11：35～12：20）
　参加者：森田、植村、笠井、住田、西川、長　
　 河内交番：穂高さん
～気づき～
　・先生にお手伝いいただき「紙芝居」「劇」にも
　　参加してもらった。
　・子ども達は落ち着いた様子で、聞く態度も良かった。

今後の予定
＜夏休み工作教室と防犯教室＞
　日　時：７月 28 日（土）　集合：9：00
　場　所：八幡公民館
＊今年は絆をテーマにＣＤケースを利用した「フォ
　トフォルダー」を作ります。
＊子ども達は作品をふたつ作り、ひとつは自分用にもう
　ひとつはひとりぐらしのお年寄りにプレゼントします。
＊事前準備：7月27日（金）19：00～   八幡公民館にて
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＜被害防止活動＞　
　日  時：９月29日（土）13：30～15：00の前半1時間
　場  所：広島市観音台公民館
　内  容：高齢者を守る防犯対策

❷廿日市ロータリークラブから
　＊ 6 月 24 日（日）薬物乱用防止キャンペーンに
　　ご協力ありがとうございました。
　＊予算認定もおりましたので、ますますの活躍
　　を期待します。
＜新役員紹介＞
　◎廿日市ロータリー　　　　　　　　　

会　　　長	 中井　克洋
幹　　　事	 佐伯　敬男
担 当 理 事	 渡邊　英晶
RCC委員長	 有田　伸治
  〃  副委員長	 藤岡　哲也
  〃  委  員	 大藤　良治
  〃  委  員	 永井　勝康
  〃  委  員	 山根　達則
  〃  委  員	 松野　正信
  〃  委  員	 植田　敏揮

　◎ゆうほ
会　　　長	 西川　恵子
副　会　長	 船木　尚未
幹　　　事	 長　　成子
会　　　計	 稲田ゆうこ

　※一年間よろしくお願いいたします。

❸その他
　・特になし

❹次回は…
　※ 8 月の定例会・環境保全活動はありません
　＜９月環境保全＞
　　９月 21 日（金）18：00 ～
　　集合場所：ザ・ビッグ五日市店
　　　　　　　たこ焼き店前
　　　※火ばさみ、袋持参　防犯ベストあり
　＜９月定例会＞
　　９月 21 日（金）19：30 ～
　　場　　所：サンリブ内オアシス
　

心に作用する逸品コーナー 紹介会員　佐伯  敬男

国宝　平家納経に思う

　平清盛といえば安芸の宮島、宮島といえば平家納経を
思い出します。
　祇園精舎の鐘の声諸行無情の響きあり沙羅双樹の花の
色…. と、平家物語の文言にありますが、平清盛没後数
年にして政権崩壊となっていったことを思うときに、平
清盛の実像はどうであったか今ではしるよしもありませ
んが、各小説を読んでも温情豊かな場面が随所に出て
きますので、おそらく人間性豊かな人ではなかったかと
思っております。ＮＨＫの大河ドラマではどのような表
現になるのか時折見ております。
　当時の時代背景は飢饉、疫病などが大流行してまさに
牛馬巷に倒れ人皆病に伏すとゆうような有様で、まさに地
獄絵のようであったと記るされています。その現状を目の
当たりにして清盛はどうしたらよいのか悩んだに違いあり
ません。ましてや温情豊かな性格からして人一倍苦しんだ
であろうと思われます。そして何か手立てがないか探した
中で釈尊の仏教に出会ったのだと思います。
　その時代はすでに中国から釈迦仏教が伝来していたの
で世情の平安を願うために人一倍学んだことでしょう。そ
して仏教の素晴らしさを学び実行するため釈尊の時代に

舎衛国の須達長者と祇陀太子が寄進した祇園精舎のよう
な平安な場所を夢に描いたのではないでしょうか。そして
釈尊の最高の教といわれている法華経二十八品を生涯の
目標と決めて写経したのでわないかと思っております。
　平家納経の法華経序品第一に、如是我聞、是の如を我
聞き、から始まりますが、人を愛し戦争のない世界をも
とめる心が書き綴られています。清盛もその世界に憧れ
たのではないでしょうか。そして厳島に祇園精舎の殿堂
を寄進して釈尊の法華経二十八品を金銀宝石を最高に飾
り付けて奉納して当時戦争に明け暮れた世相に対して、
少しでも平安になるように祈ったのではないでしょう
か。そして清盛亡き後も平安であるように祈ったに違い
ありません。
　しかしその願いもむなしく程なくして滅びることにな
りますが、私は日本の能芸術の大成者に世阿弥元清とい
う人がおられますが、その人の言葉に、家 家にあらず、
次ぐをもて家とす、人 人にあらず知るをもって人とす、
と言われていますが、どんな名門の、「家」であろうと、

「人」であろうとそれだけでは後継の任にあたれないと
いうのです。私はその答えが平家納経にあるように思い
ます。今の世情を見ればますます混沌としてきておりま
すが少しでも糧になればと思い紐解いています。


